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(57)【要約】

【課題】除霜運転時間を必要最小限に抑える。

【解決手段】冷却運転の途中でオフサイクル除霜運転が

開始されると、熱量演算部４１において、１０秒ごとに

除霜サーミスタ３３の検知温度に基づいて同１０秒間に

冷却器１６に付与された熱量が演算されて、熱量積算部

４２で熱量が積算され、その積算値が予め定められた基

準値Ｑｄに達したところで、除霜終了判定部４３により

除霜が終了したと見なされ、除霜運転が終了されて冷却

運転が再開される。除霜が開始されてから除霜するべく

冷却器１６に対して与えられた熱量が基準値Ｑｄに達し

たときに除霜終了するようにしたから、冷却器１６の温

度が除霜終了温度に達したことを待って除霜終了するも

のと比較すると、特に冷却器１６の温度が低温に留めら

れるような条件下において、除霜時間が大幅に短縮され

る。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

冷 凍 装 置 の 駆 動 に よ り 冷 却 器 に 冷 媒 が 供 給 さ れ 、 こ の 冷 却 器 と 熱 交 換 し て 生 成 さ れ た 冷 気

が 庫 内 に 循 環 流 通 さ れ る こ と で 冷 却 さ れ る 冷 却 運 転 が 行 わ れ 、 か つ そ の 途 中 で 前 記 冷 却 器

の 着 霜 を 除 去 す る 除 霜 運 転 が 行 わ れ る 冷 却 貯 蔵 庫 に お い て 、

　 前 記 冷 却 器 の 温 度 を 検 知 す る 温 度 検 知 手 段 と 、

　 除 霜 運 転 の 開 始 後 に お け る 一 定 時 間 間 隔 ご と に 、 前 記 温 度 検 知 手 段 の 検 知 温 度 に 基 づ い

て 前 記 一 定 時 間 中 に 前 記 冷 却 器 に 付 与 さ れ た 熱 量 を 演 算 す る 熱 量 演 算 手 段 と 、

　 前 記 各 熱 量 を 積 算 す る 熱 量 積 算 手 段 と 、

　 前 記 熱 量 積 算 手 段 で 得 ら れ た 積 算 値 が 予 め 定 め た 基 準 値 に 達 し た 場 合 に 除 霜 運 転 を 終 了

し て 冷 却 運 転 を 再 開 す る 除 霜 終 了 判 定 手 段 と 、

が 具 備 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 冷 却 貯 蔵 庫 の 除 霜 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 除 霜 終 了 判 定 手 段 は 、 前 記 温 度 検 知 手 段 に よ る 検 知 温 度 が 所 定 値 以 上 と な っ た 場 合 に

、 前 記 熱 量 の 積 算 値 が 基 準 値 に 達 し て い な い に も 拘 わ ら ず 除 霜 運 転 を 終 了 す る 機 能 を 備 え

て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 却 貯 蔵 庫 の 除 霜 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 除 霜 運 転 が 、 前 記 冷 凍 装 置 の 停 止 状 態 を 継 続 す る こ と に よ り 前 記 冷 却 器 の 除 霜 を 行 う

オ フ サ イ ク ル 除 霜 運 転 の 場 合 に は 、 前 記 熱 量 積 算 手 段 は 、 庫 内 設 定 温 度 が 所 定 値 以 下 ま た

は 外 気 温 度 が 所 定 値 以 下 の 低 温 条 件 の と き に 限 り 実 行 さ れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 冷 却 貯 蔵 庫 の 除 霜 制 御 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 冷 却 貯 蔵 庫 に お け る 除 霜 制 御 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 冷 却 貯 蔵 庫 に お い て 冷 却 器 に 付 着 し た 霜 を 除 去 す る 除 霜 運 転 の 一 方 式 と し て 、 冷 凍 装 置

を 停 止 し て 冷 媒 の 供 給 を 停 止 し た 状 態 に 冷 却 器 を 放 置 す る こ と に よ り 、 い わ ゆ る 自 然 除 霜

を 行 う オ フ サ イ ク ル 除 霜 方 式 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 方 式 で は

一 般 に 、 冷 却 器 の 温 度 を 検 知 し 、 同 検 知 温 度 が 所 定 温 度 に 達 し た と こ ろ で 、 除 霜 運 転 を 終

了 す る よ う に し て い る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ２ １ ７ ７ ６ ３ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 上 記 方 法 で は 、 庫 内 設 定 温 度 が 低 い 場 合 や 、 外 気 温 度 が 低 い 場 合 に は 、 冷

却 器 の 温 度 上 昇 が 非 常 に ゆ っ く り と し た 速 度 に な る た め 、 ほ と ん ど 霜 が 融 け て い る に も 拘

わ ら ず 冷 却 器 が 除 霜 終 了 検 知 温 度 ま で な か な か 上 昇 せ ず 、 除 霜 運 転 時 間 が い た ず ら に 長 く

な っ て 、 貯 蔵 物 に 悪 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ っ た 。 　

　 な お 、 冷 却 器 を ヒ ー タ や ホ ッ ト ガ ス で 加 熱 す る 加 熱 除 霜 方 式 で も 、 庫 内 設 定 温 度 や 外 気

温 度 が 低 い 場 合 に は 、 冷 却 器 の 温 度 上 昇 が 鈍 り 勝 ち と な る 。 　

　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 事 情 に 基 づ い て 完 成 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 除 霜 運 転

時 間 を 必 要 最 小 限 に 抑 え る と こ ろ に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 冷 凍 装 置 の 駆 動 に よ り 冷

却 器 に 冷 媒 が 供 給 さ れ 、 こ の 冷 却 器 と 熱 交 換 し て 生 成 さ れ た 冷 気 が 庫 内 に 循 環 流 通 さ れ る

こ と で 冷 却 さ れ る 冷 却 運 転 が 行 わ れ 、 か つ そ の 途 中 で 前 記 冷 却 器 の 着 霜 を 除 去 す る 除 霜 運

転 が 行 わ れ る 冷 却 貯 蔵 庫 に お い て 、 前 記 冷 却 器 の 温 度 を 検 知 す る 温 度 検 知 手 段 と 、 除 霜 運
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転 の 開 始 後 に お け る 一 定 時 間 間 隔 ご と に 、 前 記 温 度 検 知 手 段 の 検 知 温 度 に 基 づ い て 前 記 一

定 時 間 中 に 前 記 冷 却 器 に 付 与 さ れ た 熱 量 を 演 算 す る 熱 量 演 算 手 段 と 、 前 記 各 熱 量 を 積 算 す

る 熱 量 積 算 手 段 と 、 前 記 熱 量 積 算 手 段 で 得 ら れ た 積 算 値 が 予 め 定 め た 基 準 値 に 達 し た 場 合

に 除 霜 運 転 を 終 了 し て 冷 却 運 転 を 再 開 す る 除 霜 終 了 判 定 手 段 と 、 が 具 備 さ れ て い る 構 成 と

し た と こ ろ に 特 徴 を 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の も の に お い て 、 前 記 除 霜 終 了 判 定 手 段 は 、 前 記 温

度 検 知 手 段 に よ る 検 知 温 度 が 所 定 値 以 上 と な っ た 場 合 に 、 前 記 熱 量 の 積 算 値 が 基 準 値 に 達

し て い な い に も 拘 わ ら ず 除 霜 運 転 を 終 了 す る 機 能 を 備 え て い る と こ ろ に 特 徴 を 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の も の に お い て 、 前 記 除 霜 運 転 が 、

前 記 冷 凍 装 置 の 停 止 状 態 を 継 続 す る こ と に よ り 前 記 冷 却 器 の 除 霜 を 行 う オ フ サ イ ク ル 除 霜

運 転 の 場 合 に は 、 前 記 熱 量 積 算 手 段 は 、 庫 内 設 定 温 度 が 所 定 値 以 下 ま た は 外 気 温 度 が 所 定

値 以 下 の 低 温 条 件 の と き に 限 り 実 行 さ れ る よ う に な っ て い る と こ ろ に 特 徴 を 有 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ＜ 請 求 項 １ の 発 明 ＞

　 除 霜 運 転 が 開 始 さ れ る と 、 熱 量 演 算 手 段 に よ り 、 一 定 時 間 間 隔 ご と に 、 温 度 検 知 手 段 の

検 知 温 度 に 基 づ い て そ の 一 定 時 間 中 に 冷 却 器 に 付 与 さ れ た 熱 量 が 演 算 さ れ て 、 各 熱 量 が 熱

量 積 算 手 段 で 積 算 さ れ 、 そ の 積 算 値 が 予 め 定 め ら れ た 基 準 値 に 達 し た と こ ろ で 、 除 霜 終 了

判 定 手 段 に よ り 除 霜 が 終 了 し た と 見 な さ れ 、 除 霜 運 転 が 終 了 さ れ て 冷 却 運 転 が 再 開 さ れ る

。 　

　 す な わ ち 本 発 明 で は 、 除 霜 が 開 始 さ れ て か ら 除 霜 す る べ く 冷 却 器 に 対 し て 与 え ら れ た 熱

量 が 基 準 値 に 達 し た と き に 除 霜 終 了 す る よ う に し た か ら 、 従 来 の 冷 却 器 の 温 度 が 除 霜 終 了

温 度 に 達 し た こ と を 待 っ て 除 霜 終 了 す る も の と 比 較 す る と 、 特 に 冷 却 器 の 温 度 が 低 温 に 留

め ら れ る よ う な 場 合 に お い て 、 除 霜 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 貯 蔵

さ れ た 食 材 等 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が こ と が 防 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ＜ 請 求 項 ２ の 発 明 ＞

　 除 霜 の タ イ ミ ン グ に よ っ て は 、 着 霜 量 が 少 な い 等 で 除 霜 が 短 時 間 で 完 了 す る 場 合 が あ る

。 そ の と き は 、 冷 却 器 が 低 温 に な り や す い 条 件 で は あ っ て も 、 比 較 的 早 期 に 冷 却 器 の 温 度

が 除 霜 終 了 温 度 に 上 昇 す る 可 能 性 が あ り 、 そ の と き は 、 冷 却 器 自 身 の 温 度 上 昇 を 待 っ て 除

霜 終 了 と 見 な す 方 が 選 択 さ れ る 。 熱 量 積 算 制 御 に よ り 逆 に 除 霜 時 間 が 掛 か り 過 ぎ る こ と が

回 避 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ＜ 請 求 項 ３ の 発 明 ＞

　 オ フ サ イ ク ル 除 霜 運 転 で は 、 庫 内 設 定 温 度 や 外 気 温 度 が 低 い 場 合 に 冷 却 器 の 温 度 上 昇 に

時 間 が 掛 か る こ と が 顕 著 で あ る か ら 、 そ の よ う な 条 件 下 で 、 冷 却 器 に 付 与 さ れ た 積 算 熱 量

に よ り 除 霜 を 終 了 す る 制 御 を 行 う こ と は 、 除 霜 時 間 の 短 縮 に き わ め て 有 効 と な る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ＜ 実 施 形 態 １ ＞

　 本 発 明 の 実 施 形 態 １ を 図 １ な い し 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 横 型 （

テ ー ブ ル 型 ） の 冷 却 貯 蔵 庫 を 例 示 し て い る 。 　

　 本 実 施 形 態 の 冷 却 貯 蔵 庫 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 面 に 開 口 し た 断 熱 箱 体 か ら な る 貯 蔵

庫 本 体 １ ０ を 有 し 、 内 部 が 貯 蔵 室 １ １ と な っ て お り 、 同 貯 蔵 室 １ １ の 前 面 開 口 に 断 熱 扉 （

図 示 せ ず ） が 揺 動 開 閉 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。 　

　 本 体 １ ０ の 正 面 か ら 見 た 左 側 部 に は 機 械 室 １ ３ が 設 け ら れ 、 同 機 械 室 １ ３ 内 の 上 部 に は

、 貯 蔵 室 １ １ と 連 通 し た 断 熱 性 の 冷 却 器 室 １ ５ が 張 り 出 し 形 成 さ れ 、 同 冷 却 器 室 １ ５ に は

冷 却 器 １ ６ と 冷 却 フ ァ ン １ ７ と が 装 備 さ れ て い る 。 一 方 、 冷 却 器 室 １ ５ の 下 方 か ら 左 側 方
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に わ た る ス ペ ー ス に は 、 圧 縮 機 ２ １ 、 凝 縮 器 ２ ２ 等 か ら な る 冷 凍 装 置 ２ ０ が 収 納 さ れ 、 冷

却 器 １ ６ と 冷 媒 管 に よ り 循 環 接 続 さ れ て い る 。 　

　 ま た 、 冷 却 器 室 １ ５ の 底 面 に は 、 冷 却 器 １ ６ か ら の 除 霜 水 を 受 け る ド レ ン パ ン ２ ４ が 設

け ら れ 、 同 ド レ ン パ ン ２ ４ の 最 深 部 か ら 垂 設 さ れ た ド レ ン 管 ２ ４ Ａ が 機 械 室 １ ３ 内 に 突 出

し 、 そ の 突 出 端 に ド レ ン ホ ー ス ２ ５ が 接 続 さ れ て 所 定 の 排 水 箇 所 に 導 出 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 冷 却 運 転 は 、 圧 縮 機 ２ １ と 冷 却 フ ァ ン １ ７ と が 駆 動 さ れ る こ と に よ っ て 行 わ れ 、 図 １ の

矢 線 に 示 す よ う に 、 ダ ク ト ２ ６ の 下 部 側 の 吸 込 口 ２ ７ か ら 吸 い 込 ま れ た 庫 内 空 気 が 、 冷 却

器 １ ６ 内 を 上 方 に 流 通 す る 間 に 熱 交 換 に よ り 冷 気 が 生 成 さ れ 、 こ の 冷 気 が 吹 出 口 ２ ８ か ら

貯 蔵 室 １ １ の 天 井 側 に 吹 き 出 さ れ る と い っ た 循 環 流 が 生 じ る こ と に よ り 、 貯 蔵 室 １ １ 内 が

冷 却 さ れ る 。 こ の 間 、 吸 込 口 ２ ７ 付 近 に 設 け ら れ た 庫 内 サ ー ミ ス タ ２ ９ で 検 知 さ れ た 庫 内

温 度 が 、 予 め 定 め ら れ た 庫 内 設 定 温 度 よ り も 低 く な る と 、 圧 縮 機 ２ １ と 冷 却 フ ァ ン １ ７ の

駆 動 が 停 止 さ れ 、 逆 に 庫 内 温 度 が 庫 内 設 定 温 度 よ り も 高 く な る と 、 圧 縮 機 ２ １ と 冷 却 フ ァ

ン １ ７ が 駆 動 さ れ る と い っ た こ と が 繰 り 返 さ れ 、 貯 蔵 室 １ １ 内 が ほ ぼ 庫 内 設 定 温 度 に 維 持

さ れ る よ う に な っ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 一 方 、 冷 却 運 転 の 途 中 で 除 霜 運 転 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 除 霜 形

式 は 、 圧 縮 機 ２ １ を 停 止 し た 状 態 で 自 然 除 霜 を 行 う オ フ サ イ ク ル 除 霜 形 式 で あ っ て 、 オ ー

ル デ イ タ イ マ ３ １ （ 図 ２ ） に よ っ て 例 え ば ３ 時 間 ご と に 実 行 さ れ る よ う に な っ て い る 。 　

　 ま た 、 冷 却 器 １ ６ に は 、 冷 却 器 １ ６ の 温 度 を 検 知 す る 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ が 取 り 付 け ら

れ て お り 、 除 霜 運 転 中 に お い て 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 、 す な わ ち 冷 却 器 １ ６ の

温 度 が 、 予 め 定 め ら れ た 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 除 霜 が 終 了 し た と 見 な さ れ る よ う に な っ て

い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 設 定 温 度 が 「 ５ ℃ 」 に 定 め ら れ て お り 、 以 下 こ の 設 定 温 度 を 除 霜

終 了 温 度 と い う 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 冷 却 器 １ ６ の 温 度 が 低 温 に 留 め ら れ る 可 能 性 が あ る 条 件 下 に お い て は

、 冷 却 器 １ ６ が 除 霜 終 了 温 度 ま で 上 昇 し た 場 合 で は な く 、 除 霜 が 開 始 さ れ て か ら 除 霜 す る

べ く 冷 却 器 １ ６ に 対 し て 与 え ら れ た 熱 量 が 所 定 値 に 達 し た と き に 、 除 霜 が 終 了 し た と 見 な

す よ う な 制 御 が 実 行 可 能 と な っ て い る 。 　

　 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 の 低 温 条 件 の 一 つ と し て 、 庫 内 設 定 温 度 を 考 慮 し 、 庫 内 設 定 温 度

が 「 ０ ℃ 以 下 」 の 場 合 に 限 っ て 上 記 制 御 を 行 う よ う に な っ て い る 。 　

　 同 制 御 を 伴 う 除 霜 運 転 は 、 図 ２ に 示 す 制 御 装 置 ４ ０ に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て

行 わ れ る よ う に な っ て お り 、 制 御 装 置 ４ ０ の 入 力 側 に は 、 オ ー ル デ イ タ イ マ ３ １ 、 庫 内 設

定 温 度 入 力 部 ３ ２ 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 制 御 装 置 ４ ０ に は 、 除 霜 運 転

の 開 始 後 に お け る 一 定 時 間 間 隔 ご と に 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 に 基 づ い て 同 一 定

時 間 中 に 冷 却 器 １ ６ に 付 与 さ れ た 熱 量 Ｑ ｉ （ Ｊ ） を 演 算 す る 熱 量 演 算 部 ４ １ と 、 各 熱 量 Ｑ

ｉ を 積 算 す る 熱 量 積 算 部 ４ ２ と 、 同 積 算 値 Ｑ ａ を 予 め 定 め ら れ た 熱 量 基 準 値 Ｑ ｄ と を 比 較

し て 、 積 算 値 Ｑ ａ が 熱 量 基 準 値 Ｑ ｄ に 達 し た 場 合 に 除 霜 終 了 信 号 を 出 す 除 霜 終 了 判 定 部 ４

３ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 熱 量 演 算 部 ４ １ で は 具 体 的 に は 、 １ ０ 秒 ご と に 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 と 「 ０

℃ 」 の 差 と 、 経 過 時 間 （ １ ０ 秒 ） と の 積 が 演 算 さ れ る 。 た だ し 熱 量 演 算 部 ４ １ は 、 除 霜 サ

ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 が １ ． ５ ℃ 以 上 で あ る 場 合 に 限 り 、 上 記 の 演 算 を 行 う 。 除 霜 サ ー

ミ ス タ ３ ３ の 検 知 機 能 の ば ら つ き を 考 慮 し 、 冷 却 器 １ ６ の 温 度 が 確 実 に ０ ℃ を 越 え て い る

場 合 に 限 っ て 、 熱 量 の 演 算 を 行 う 意 味 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 除 霜 終 了 判 定 部 ４ ３ に 設 定 さ れ る 熱 量 基 準 値 Ｑ ｄ は 、 「 １ ６ ０ ０ 」 で あ る 。 こ れ は 、 冷

却 器 １ ６ の 除 霜 を 完 了 す る こ と に 要 す る 経 験 的 な 熱 量 に 基 づ い て 定 め ら れ て い る 。 ま た 、

除 霜 終 了 信 号 は 、 冷 却 運 転 制 御 部 ４ ５ に 出 力 さ れ 、 冷 却 運 転 に 切 り 替 わ る よ う に な っ て い

る 。 さ ら に 除 霜 終 了 判 定 部 ４ ３ は 、 積 算 値 Ｑ ａ が 熱 量 基 準 値 Ｑ ｄ に 達 す る 前 で あ っ て も 、
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除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ が 除 霜 終 了 温 度 ５ ℃ を 検 知 し た 場 合 に は 、 除 霜 終 了 信 号 を 出 力 す る よ

う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 実 施 形 態 の 作 動 を 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト 並 び に 図 ４ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を

参 照 し て 説 明 す る 。 　

　 こ こ で は 、 庫 内 設 定 温 度 が 「 － ３ ℃ 」 の 場 合 を 例 示 し て お り 、 す な わ ち 低 温 条 件 下 に あ

る こ と で 除 霜 運 転 制 御 が 実 行 さ れ 、 ま た 、 同 除 霜 運 転 は ３ 時 間 ご と に 行 わ れ る 。 　

　 図 ４ に お い て 、 冷 却 運 転 中 は 既 述 し た よ う に 、 庫 内 サ ー ミ ス タ ２ ９ で 検 知 さ れ た 庫 内 温

度 が 、 庫 内 設 定 温 度 （ － ３ ℃ ） よ り も 高 い か 低 い か に よ り 、 圧 縮 機 ２ １ と 冷 却 フ ァ ン １ ７

の 駆 動 と そ の 停 止 と が 制 御 さ れ 、 貯 蔵 室 １ １ 内 が ほ ぼ 庫 内 設 定 温 度 （ － ３ ℃ ） に 維 持 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 冷 却 運 転 の 途 中 で 除 霜 開 始 の タ イ ミ ン グ Ｔ ｄ に な る と 、 圧 縮 機 ２ １ が 停 止 さ れ 、 冷 却 器

１ ６ の 温 度 （ 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 ） が 次 第 に 上 昇 し な が ら 、 オ フ サ イ ク ル 除 霜

が 実 行 さ れ る 。 一 方 、 同 除 霜 が 開 始 さ れ る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 １ ０ 秒 ご と （ ス テ ッ プ

Ｓ １ が 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 が 取 り 込 ま れ る 。

同 検 知 温 度 が １ ． ５ ℃ 以 上 と な る ま で は 、 次 の ス テ ッ プ に は 進 ま な い 。 検 知 温 度 が １ ． ５

℃ 以 上 に な る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ が 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 同 検 知 温 度 が ５ ℃ を 越 え な い こ と を 条 件

に （ ス テ ッ プ Ｓ ４ が 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 熱 量 演 算 部 ４ １ に お い て 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温

度 と 「 ０ ℃ 」 の 差 と 、 経 過 時 間 （ １ ０ 秒 ） と の 積 で あ る 熱 量 Ｑ ｉ が 演 算 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ

５ ） 、 続 い て 熱 量 積 算 部 ４ ２ で 上 記 の 演 算 さ れ た 熱 量 Ｑ ｉ が 積 算 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ）

。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 後 原 則 的 に 、 １ ０ 秒 ご と に 熱 量 Ｑ ｉ が 演 算 さ れ て 、 同 演 算 値 が 積 算 さ れ る 。 な お こ の

間 に 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ の 検 知 温 度 が １ ． ５ ℃ 未 満 の と き が あ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ が 「

Ｎ ｏ 」 ） 、 熱 量 の 演 算 と そ の 積 算 は 行 わ れ な い 。 そ の の ち 、 積 算 値 Ｑ ａ が 予 め 定 め ら れ た

基 準 値 Ｑ ｄ に 達 す る と 、 除 霜 が 完 了 し た と 見 な さ れ て 、 除 霜 終 了 判 定 部 ４ ３ か ら 除 霜 終 了

信 号 が 冷 却 運 転 制 御 部 ４ ５ に 送 出 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 、 冷 却 運 転 が 再 開 さ れ る 。 　

　 な お 、 積 算 値 Ｑ ａ が 基 準 値 Ｑ ｄ に 達 す る 前 で あ っ て も 、 除 霜 サ ー ミ ス タ ３ ３ が 除 霜 終 了

温 度 ５ ℃ を 検 知 し た 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ４ が 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 除 霜 が 完 了 し た と 見 な さ れ

て 、 同 じ く 除 霜 終 了 判 定 部 ４ ３ か ら 除 霜 終 了 信 号 が 冷 却 運 転 制 御 部 ４ ５ に 送 出 さ れ （ ス テ

ッ プ Ｓ ８ ） 、 冷 却 運 転 が 再 開 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 今 回 の よ う に 、 庫 内 設 定 温 度 が 「 － ３ ℃ 」 で 、 外 気 温 度 が 常 温 （ ２ ５ ℃ ） で あ る 条 件 の

下 、 ３ 時 間 ご と に オ フ サ イ ク ル 除 霜 を 行 っ た 場 合 、 従 来 に お け る 冷 却 器 １ ６ の 温 度 が 除 霜

終 了 温 度 （ ５ ℃ ） に 達 し た こ と を 待 っ て 除 霜 終 了 す る よ う に し た も の で は 、 同 除 霜 時 間 に

「 １ ６ ８ 分 」 掛 か っ て い た の に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 除 霜 が 開 始 さ れ て か ら 除 霜

す る べ く 冷 却 器 １ ６ に 対 し て 与 え ら れ た 熱 量 が 所 定 値 に 達 し た と き に 、 除 霜 終 了 す る も の

で は 、 除 霜 時 間 が 「 ５ ６ 分 」 で あ っ て 、 除 霜 時 間 が １ ／ ３ に 減 少 し た こ と が 実 験 に よ り 確

認 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 除 霜 が 開 始 さ れ て か ら 除 霜 す る べ く 冷 却 器 １ ６ に 対 し

て 与 え ら れ た 熱 量 が 基 準 値 に 達 し た と き に 除 霜 終 了 す る よ う に し て い る 。 こ の 方 法 に よ れ

ば 、 部 分 的 に 僅 か な 霜 が 残 る 可 能 性 は あ る が 、 規 定 熱 量 を 確 実 に 与 え る こ と が で き る こ と

で 大 部 分 の 霜 を 融 か す こ と が で き 、 所 望 の 除 霜 能 力 が 確 実 に 得 ら れ る 。 結 果 、 従 来 の 冷 却

器 １ ６ の 温 度 が 除 霜 終 了 温 度 に 達 し た こ と を 待 っ て 除 霜 終 了 す る も の と 比 較 す る と 、 特 に

冷 却 器 １ ６ の 温 度 が 低 温 に 留 め ら れ る よ う な 場 合 に お い て 、 除 霜 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ

と が で き る 。 そ の た め 、 貯 蔵 さ れ た 食 材 等 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が こ と が 防 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 一 方 、 除 霜 の タ イ ミ ン グ 等 に よ っ て は 、 着 霜 量 が 少 な い 等 で 除 霜 が 短 時 間 で 完 了 す る 場
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合 が あ る 。 そ の と き は 、 冷 却 器 １ ６ が 低 温 に な り や す い 条 件 で は あ っ て も 、 比 較 的 早 期 に

冷 却 器 １ ６ の 温 度 が 除 霜 終 了 温 度 に 上 昇 す る 可 能 性 が あ り 、 そ の 場 合 は 、 冷 却 器 １ ６ 自 身

の 温 度 上 昇 を 待 っ て 除 霜 終 了 と 見 な す 方 が 選 択 さ れ る 。 熱 量 積 算 制 御 に よ り 逆 に 除 霜 時 間

が 長 く な る こ と が 回 避 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ＜ 実 施 形 態 ２ ＞

　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ を 説 明 す る 。 実 施 形 態 １ で は 、 冷 却 器 １ ６ の 温 度 が 低 温 と な

り や す い 条 件 と し て 、 庫 内 設 定 温 度 が 低 い 場 合 を 例 示 し た が 、 こ の 実 施 形 態 ２ で は 、 外 気

温 度 が 低 い 場 合 を 選 択 し て い る 。 　

　 そ の た め 、 図 ２ の 鎖 線 に 示 す よ う に 、 制 御 装 置 ４ ０ の 入 力 側 に は 、 外 気 温 度 サ ー ミ ス タ

５ ０ が 接 続 さ れ 、 同 サ ー ミ ス タ ５ ０ に よ る 検 知 温 度 が 所 定 値 以 下 で あ っ た と き に 、 実 施 形

態 １ に 示 し た 熱 量 積 算 方 式 に よ る 除 霜 制 御 を 行 う よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 庫 内 設 定 温 度 が 所 定 値 以 下 で あ る こ と と 、 外 気 温 度 が 所 定 値 以 下 で あ る こ と と の

い ず れ か 一 方 の 条 件 を 満 た し た と き 、 あ る い は 両 方 の 条 件 を 満 た し た と き に 、 熱 量 積 算 方

式 の 除 霜 制 御 を 実 行 す る よ う に し て も よ い 。 　

　 ま た 、 外 気 温 度 サ ー ミ ス タ ５ ０ と し て は 、 凝 縮 器 ２ ２ の 出 口 に 設 け ら れ た 目 詰 ま り サ ー

ミ ス タ で 兼 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ＜ 他 の 実 施 形 態 ＞

　 本 発 明 は 上 記 記 述 及 び 図 面 に よ っ て 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え

ば 次 の よ う な 実 施 形 態 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ 、 さ ら に 、 下 記 以 外 に も 要 旨 を 逸 脱

し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 　

　 （ １ ） オ フ サ イ ク ル 除 霜 方 式 で 熱 量 積 算 式 の 除 霜 制 御 す る 場 合 に お い て 、 除 霜 運 転 時 は

、 冷 却 器 温 度 は 庫 内 温 度 と ほ ぼ 等 し い と 考 え ら れ る か ら 、 熱 量 を 演 算 す る べ く 冷 却 器 の 温

度 を 検 知 す る の に 、 庫 内 サ ー ミ ス タ で 代 替 し て も よ い 。 　

　 （ ２ ） マ イ コ ン ボ ー ド 上 で は 、 簡 素 化 の た め に 、 「 熱 量 」 に つ い て 経 過 時 間 （ １ ０ 秒 ）

を 含 ま な い 値 で 示 す よ う に し て も よ く 、 そ の 場 合 、 熱 量 基 準 値 は 、 「 １ ６ ０ 」 を 記 憶 さ せ

る 。 　

　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 に 示 し た 熱 量 基 準 値 は 一 例 で あ っ て 、 冷 却 器 の 容 量 、 冷 凍 能 力 等 の

条 件 に 応 じ 、 冷 却 器 の 除 霜 を 完 了 す る こ と に 必 要 と す る 最 適 の 熱 量 を 、 実 験 、 経 験 等 に 基

づ い て 定 め れ ば よ い 。 　

　 （ ４ ） さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に 例 示 し た 除 霜 運 転 の 間 隔 （ ３ 時 間 ご と ） 、 熱 量 演 算 の 時

間 間 隔 （ １ ０ 秒 ） 等 の 数 値 も 、 他 の 数 値 に 変 更 で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 （ ５ ） 本 発 明 は 、 冷 却 器 を ヒ ー タ や ホ ッ ト ガ ス で 加 熱 す る 加 熱 除 霜 方 式 の も の に も 適 用

で き る 。 加 熱 除 霜 方 式 の 場 合 も 、 庫 内 設 定 温 度 や 外 気 温 度 が 低 い 場 合 に は 、 オ フ サ イ ク ル

除 霜 方 式 ほ ど で は な い と し て も 、 冷 却 器 の 温 度 上 昇 が 遅 れ る 可 能 性 が あ る か ら 、 同 様 に 熱

量 積 算 式 の 除 霜 制 御 す る こ と で 、 的 確 な 除 霜 時 間 に 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。 　

　 （ ６ ） な お 、 オ フ サ イ ク ル 除 霜 方 式 の 場 合 に は 、 庫 内 灯 を 点 灯 す る と と も に 冷 却 フ ァ ン

を 駆 動 す る と 、 庫 内 灯 の 発 熱 を 除 霜 に 利 用 す る こ と が で き 、 除 霜 時 間 の 短 縮 が 図 ら れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 却 貯 蔵 庫 の 内 部 構 造 を 示 す 断 面 図

【 図 ２ 】 除 霜 制 御 系 統 の ブ ロ ッ ク 図

【 図 ３ 】 除 霜 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト

【 図 ４ 】 運 転 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 １ １ … 貯 蔵 室 　 １ ６ … 冷 却 器 　 １ ７ … 冷 却 フ ァ ン 　 ２ ０ … 冷 凍 装 置 　 ３ １ … オ ー ル デ イ

10

20

30

40

50



(7) JP  2008-215774  A   2008.9.18

タ イ マ 　 ３ ２ … 庫 内 設 定 温 度 入 力 部 　 ３ ３ … 除 霜 サ ー ミ ス タ （ 温 度 検 知 手 段 ） 　 ４ ０ … 制

御 装 置 　 ４ １ … 熱 量 演 算 部 （ 熱 量 演 算 手 段 ） 　 ４ ２ … 熱 量 積 算 部 （ 熱 量 積 算 手 段 ） 　 ４ ３

… 除 霜 終 了 判 定 部 （ 除 霜 終 了 判 定 手 段 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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